
大阪府発！コロナ禍における子ども
支援・学校支援ネットワークの充実



支援チームを構成する専門家の役割は？

スクールロイヤー

スクールソーシャルワーカー

スクールカウンセラー

緊急支援(学校)アドバイザー

法的根拠に基づいた見立て

心理的要因の見立て

環境要因の見立て

学校や教職員等に関する見立て

専門家 専門性を生かしたアセスメントと対応

法的な対応に関する助言

心理的なケア

関係機関等との連携

学校方針や運営に関する助言



専門家活用の事例

・SNS上で加害生徒が被害生徒の画像を不適切に使用したことから被害
生徒の欠席が続く。
・被害生徒の保護者から学校に対して文書回答の請求と加害生徒側から
の謝罪を要求。
・加害生徒の保護者は謝罪を拒否、また事態の進展がないことから被害
生徒から連日学校に苦情の連絡が入り続けている。

このようなケースについて専門家は

どのように専門性を発揮するだろうか？



専門家活用の事例

スクールロイヤー…過度の要求を求める保護者に関する見立て
文書回答の要否判断と文書のリーガルチェック

スクールカウンセラー …被害・加害生徒の心理要因の見立てと心理的ケア

スクールソーシャルワーカー…生徒間や保護者間の関係に関する見立て
家庭環境等改善のための機関連携

緊急支援アドバイザー …教職員や管理職の対応に関する見立て
学校の組織対応に関する助言



学校と子どもを取り巻く環境の変化

いじめの重大事態

１

家庭環境の急激な変化に伴う虐待・ヤングケアラー

学校

事案への対応

保護者からの過度な要求

ストレス等の高まりによる子どもの自傷行為

多様な観点によるアセスメントの必要性 → 多職種連携

コロナ過による問題行動の
背景の広がりと複雑化



緊急支援 中長期的支援

＜組織体制の確立への支援＞ ＜正常化に向けた支援＞ ＜継続的な支援＞

市町村教育委員会

支援の局面における 府・市町村・学校 支援チーム の位置付け

学校支援チームの派遣
SL・CSC・SSW・専門人材 学校・校区の専門家

SC・SSW・専門人材
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学校がケースを
「つかむ」

市町村教委がケースを
「収集する」

市町村教委がケースを
「振り分ける」

普段力に必要な
ケース上のフェーズ
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○すべての子どもを対象に、共通の基準で

洗い出し、気になる児童生徒をピックアップ

し、適切な見立て、支援につなげる。

⇒支援の網から「漏らさない」ことを主眼に

置く。

ケースを「つかむ」ために ～スクリーニングの活用～



ケース会議で
アセスメント・
プランニング

事後観察・再発防止

地域資源
（要対協やCSW等）

との連携

アセスメントとプランニングスクリーニング
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発生した問題への対応
（課題対応）

「気になる」を明らかにする
（状況把握・共有）

「気になる」を問題化させない
（予防・早期対応）

ケース会議等学年会・子どもを語る会等

シート作成

①担任で対応

②学年や校内で
相談

③専門家
（SSW･SC）

に相談

対応
対応の

ワンポイント
アドバイス

ここで必ず校内で共有を！担任が一人で抱えこまない！
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①、④、⑥のように〇がつけば、リスクが高く、対応レベルが上がるものがある。

「ケースを漏らさない」スクリーニングの活用



欠席状況調査

生徒指導担当者会

ＳＣ・ＳＳＷ連絡会

いじめ等事案報告書

ケースを「収集する」「振り分ける」ために

不登校対応チャート



支援ネットワークにおいて大切にすべきこと

市町村教育委員会

大阪府教育庁

学校

専門家チームによる緊急支援

派遣要請


